
FAXを利用して投稿した俳句や川柳、

あるいは4コマ漫画が、瞬時のうちにWeb

ページに掲載され、世界に向けて発信さ

れる――CTIシステムを使ったユニーク

なサービスが、静岡県の商店連合会のホ

ームページで展開され、地域商店街の活

性化策として注目されている。

CTIシステムを情報サービスに
利用

CTIソリューションには、大きく分け

て三つのソリューションとしての利用が

考えられている。第一は、オフィスで発

生する、電話・ファクシミリ・電子メー

ルといった複数のコミュニケーション機

能を統合し、コンピュータで一元管理す

るユニファイドメッセージ機能。第二は、

データベースとリンクし、電話発着信に

よる顧客対応業務を効率化し、エンドユ

ーザーに対するきめ細かな配慮と、効率

的な運用を実現するコールセンタ機能。

そして第三に、FAXや電話を使って、24

時間稼働する顧客向け情報サービスの提

供、いわゆるFAX情報サービスに代表さ

れる機能である。

こうしたソリューションの中で、沖電

気のCTIシステム「CT stage」を導入し

て、三つ目の機能として挙げた情報サー

ビスとして利用しているのが、東亜物産

（静岡県浜松市元城町218-13 藤井俊公

社長）の「WebON!」サービスである。

新規事業としてCTIシステムの
活用法を模索

東亜物産は、住宅建材の取引を主力

業務とする商社である。静岡県浜松市に

は航空自衛隊・中部航空方面隊の航空

教育集団司令部基地があり、周辺地域

は航空機騒音から住環境を守るための防

音サッシ対象地区に定められている。防

衛庁からの助成金により周辺住宅は防

音を施した特殊サッシを取りつけてお

り、その斡旋・施工が東亜物産のメイ

ン事業だ。

その同社が、次の新規事業としていろ

いろと模索している中で浮上してきたの

が、インターネットやCTIを利用したサ

ービスプロバイダ事業である。「接続プロ

バイダとして事業を展開するのは、地方

都市といえども今の状況ではすでに厳し

い。別の方法でインターネット上ででき

る事業を模索している中で、CTIを使っ

た事業に着目した」（コミュニケーション

事業部鈴木資雄氏）という。

当初、同社トップの方針は、電話に対

する自動応答によって、地区住民の生活

に役立つ情報サービスとしてコールセン

タの設立にあった。しかし、「浜松のよう

な地方都市でコールセンタを設立しても、

それほどの需要は見込めそうにない。

”CTI＝コールセンタ”という発想には頑

なに拒否した」（鈴木氏）とし、インターネ

ットを利用した別のアプローチをとった。

ファクシミリを利用して手軽に
ホームページを活用

インターネットの利用が広まり、各企

業がWebによって情報発信を行うことが

当たり前になってきている。地方都市の

商店においても、ホームページを開設し

ているところが増えた。しかし、そのほ

とんどは、接続プロバイダのWebサーバ

をレンタルして、コンテンツ作成業者に

ホームページ作成を依頼しているところ

が多く、ただ開設しているだけで更新も

ほとんどされていないのが現状。特に各

地の商店街連合会などが開設しているホ
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ームページには各会員店のページがある

にもかかわらず、ほとんど活用されてい

ない。これは、商店経営者の多くがWeb

コンテンツ作成の知識を持っていないこ

とはもちろん、そうした手間と直接売上

に関係しないことへの投資を是としない

ためであろう。

「CTIシステムを利用すれば、ファク

シミリから送信したイメージデータをそ

のままHTML化し、Webページに載せる

ことができるだろうと、頭に描けた。パ

ソコンを使えなくとも、ファクシミリで

手軽にホームページを活用できれば、そ

の利用範囲は広がり、工夫次第では事業

として成り立つのでは……」（鈴木氏）と

いうのが、CTIシステム導入の動機である。

ファクシミリ原稿がそのまま
Webページに掲載

同社が導入したCTIシステムは、沖電

気の「CTstageバージョン1.2」。ファクシ

ミリデータをそのままWebページへ――

というコンセプトで、同市のシステム会

社「システムクリエイト」とともにアプ

リケーション開発を行い、メッセージゲ

ートウエイ・システム「WebON!」と

してサービスを開始した。

利用契約したユーザーは、Webペ

ージ掲載原稿を自宅あるいは会社の

ファクシミリから送信する。ユーザー

IDとパスワードによって利用者登録

データベースと照合したのち、受信し

たイメージはTIFFデータに変換され

る。これをJPEGデータに変換し、そ

れを貼り付けるHTMLデータを自動

生成してWebサーバに登録する（図

1）。

WebON!システムの特徴は、ユーザ

ーのファクシミリ原稿投入時に二つ

の方法を採用していることである。そ

の一つは、音声応答システムにより

FAX電話のプッシ

ュボタン操作でユ

ーザーIDとパスワ

ードを入力する方

法。もう一つは、

専用用紙にユーザ

ーIDとパスワード

を記入して送信し、

受信側でOCRソフ

トによってユーザー

アカウントを読み

取り、利用者登録

データベースと照合する方法である。「今

年2月からのテスト運用時には、プッシ

ュボタンによる操作で開始したが、操作

のわずらわしさを指摘する声が多かった。

そこで、いっそのことアカウントも記入

してもらいOCRソフトで読み取ってしま

おうと、専用用紙を作った」（鈴木氏）。

また、音声応答システムは投稿原稿を

ファクシミリから取り出したり、投稿原

稿の削除といったことをプッシュボタン

で操作できる。一方、OCRソフトを導入

したことで、Webに掲載する投稿原稿以

外に、投稿者のパーソナル情報をデータ

ベース化することも可能にしている。

これは、利用契約している商店がお客

さんの投稿による参加型イベントを実

施した場合、その投稿者のパーソナル

データを利用契約店にフィードバック

することで、多面的な販促活動に利用

できることになる。

イベントなどと絡めて
地域商店街の活性化に一役

WebON!システムの正式サービス開始

は6月からだが、現在利用しているユー

ザーは静岡県内各地区の商店連合会や
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